
 

 

 

 

 

 

 

 この写真は松が丘小学校の研究会の様子です。先生

方がグループに分かれ、話し合ったことを交流してい

るようですが、さて何について話し合われたのでしょ

うか。 

 この日の松が丘小学校の研究会では、5年生の「松

が丘サミット」を前に、改めて先生方で「松が丘校区

をどんなまちに？」「松が丘のよさと課題」といった

ことを考え、交流する会でした。5年生の子どもたち

も同じ題で意見を出し合っているので、子どもたちの

考えと先生方の考えを照らし合わせる目的もありま

した。交流する中で、子どもたちにどんな力が必要か、

そのためにはどんな学びが必要かと先生方同士で対

話する中で、目指すゴールの共有がより深く図られていくのではと感じます。こうしたことが地域

学習だけでなく、日々の教科学習を進めるベースになっていくのではと考えます。また、何よりも、

教師が地域を考えることをとおして、社会につながり、社会に開かれていくのだと思います。 

 そんなことを考えているときに教頭会での令和 4年度の中央研修の

報告会の情報が入ってきました。報告の柱となったのが“コミュニテ

ィ・マネジメント”と“カリキュラム・マネジメント”の話だったよ

うです。私自身にとってコミ

ュニティ・マネジメントはと

ても新鮮で、未来社会・地域をどう描き、どのような子を

育てていこうとするのかを、学校だけでなく、地域・家庭

と共有し、連携・協働するうえで欠かせないのが“コミュ

ニティ・マネジメント”ではと私はとらえています。“コミ

ュニティ・マネジメント”と“カリキュラム・マネジメン

ト”は車の両輪として子どもたちの学びを考えることが必

要だと考えます。  

独立行政法人教職員支援機構の清國つくば中央研修センター長のプレゼン資料“コミュニティ・

マネジメント～地域との連携・協働を進める視点～”の中で右のように書かれています。 

（https://www.nits.go.jp/materials/intramural/files/092_001.pdf） 

“「豊かな未来社会」は向こうからやってこない”  

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 
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・社会の課題を自分事としてどのように認識させればよいか。 

・課題を解決しなければ持続可能な社会はないことをどのように認識させればよいか。 

・課題解決にはどのような資質・能力が必要で、どのように身に付けさせればよいか。 

・「社会に開かれた教育課程」がこのこととどうつながってくるのか。 

 「持続可能な社会づくりに主体的に関わっていける子どもたちを育てる」ことが、子どもたちが

生きる未来社会を豊かにしていくことにつながるのだと、ここに書かれていることに、こんな視点

がと私は正直ノックアウトされました。 

松が丘の先生たちの今回の対話はまさしくここにつながるのだと思います。これまでの学びに付

け加えていくのではなく、社会とのつながりの中で、子どもたちの学びを再構成していくことが始

まっているのではと感じます。 

教頭会に参加された教頭先生方が各校に持ち帰られ「持続可能な社会づくりに主体的に関わって

いける子どもたちを育てるには」といった対話が広がっていけばいいな、そんな対話を進める中で

今までと違う景色が見えてくるのではと考えます。 

この時期、松が丘小学校では 6 年生から 5 年生へのプロジェ

クトの引継ぎがおこなわれます。6年生が地域の方と話し合いな

がら進めてきた、自分たちのプロジェクトについて思いや願い

を 5年生に伝えていきます。その引継ぎ会に先立ち、5年生は自

分たちで先生たちが今回おこなったように、「どんな松が丘にな

ってほしいか」、「松が丘のまちのよさ」、そして「松が丘の課題」について話し合いをもちます。子

どもたちは 1年生からの地域の方とつながる中での想いや、まち探検、環境学習、そして 4年生で

の福祉学習をとおして松が丘のまちに関わってきたことで感じた松が丘のよさや課題を出し合い、

こんなまちにというイメージをつくっていきます。そうしたことをベースにして 6年生からの話を

きくことになります。6 年生は活動内容だけでなく、活動の目的や交流の様子、課題等を 5 年生に

タブレット等を活用しながら生の声で伝えていきます。5 年生はこれまで見てきた 6 年生の姿や、

自分たちで話し合って持ち始めた 6 年生になった自分たちの姿をだぶらせながら、6 年生の話に集

中して耳を傾けていたようです。こうした子どもたちの学びを支えられるのも、先生たちが地域社

会を通して、社会をみつめ、つながっていこうとされているからなのではと感じます。 

1 月 20 日の第 3 回みんなでラボろう道徳編で、3 回シリーズでおこな

ってきた「中央研修での学びを語る～これからの教育の方向性を探る～」

を無事終えることができました。道徳編では子どもたちの道徳性を培っ

ていくためには、授業だけでなく社会とのつながりのなかで、多様な人

との交流できる仕組の必要性が参加者からも指摘されました。今回 3 回

シリーズでキャリア教育、道徳教育、カリキュラム・マネジメントをお

こなったことで、それぞれをつながりの中で考えることができたのでは

と感じています。子どもたちの学びをパーツから全体像としてとらえる

大切さが見えてきたのでは思っています。ありがとうございました。                                   

（文責：北本） 
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第 3回みんなでラボろうが無事終了しました 


